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株式会社Foresight Marketing

代表取締役 能登重好

（プロフィール）

大手旅行代理店勤務を経て、1993年フィンラン
ド政府観光局にマーケティングマネージャーとし
て入局、1996年より同日本局長。20年以上にわ
たりフィンランドのプロモーションに関わってい
る。2010年に株式会社Foresight Marketingを設
立し、現在もVisit Finland (フィンランド政府観
光局の現在名)の業務を助けるほかバルト三国の
政府観光局の日本代表、EUによるプロジェクト
のマーケットスペシャリストとしてプロモーショ
ンの戦略立案、マーケティングにも関わる。
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本日のアジェンダ

１、世界のサステナブルツーリズム事情

２、実例１ Mālama Hawaiʻi ”マラマハワイ”

３、実例２ Sustainable Travel Finland

４、ひがし北海道のサステナブルツーリズムプロジェクト



4



5













SUSTAINABLE TRAVEL FINLAND PROGRAMME / サステイナブルトラベル・フィンランド

フィンランド政府観光局では、サステナビリティを旅行
業界の新しい常識とし、フィンランドを世界で最もサス
テナブルな旅行先のひとつにしたいと考えています



フィンランドは2035年までに持続
可能なカーボンニュートラル化を
目指しています。
また、世界初の化石燃料を使わな
い福祉社会になるように努力して
います。

BACKGROUND / SUSTAINABLE TRAVEL FINLAND



2018年にVisit Finlandが実施したフィ
ンランドの観光業界へのアンケートで
、以下のことが明らかになりました。

83% 
が国家的な持続可能性
観光プログラムを支持

75% 
の人がサステイナブル・
ツーリズムのコーチング
に興味を持っていました

THE JOURNEY / サステイナブルトラベル・フィンランド



“ホリスティックなアプローチで環

境面だけでなく経済的な格差をな

くすことでコミュニティーに活力

を与えられる産業を目指します。

“包括的”なアプローチ
全ての面での持続可能性にフォーカスします

環境 文化

社会 経済

THE JOURNEY / SUSTAINABLE TRAVEL FINLAND
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サステナビリテイー環境

CO2の排出量を最低限にする
リサイクルする、ゴミの量を減らす
電気と水など、資源を有効に使う
環境に被害を及ぼす影響を最低限にする（雪の貯金！）環境に優しい商品や材料を選択する
従業員を継続的に訓練して意識とモチベーションを維持するサステナブルな取り組みを発信する

経営ビジョソを長期的に見てサステナブルな投資を行う
季節労働ではなく通年の雇用を提供する
地元の住民を雇う
地元の商品やサービスを選択する
地産地消を心がける
食品廃棄を削減する
オーガニックな食品を選ぶ

サステナビリティー経済
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性別や年齢などを問わず平等である観光業界に貢献する
施設をバリアフリニにしてサービスを誰でも利用できるようにする
お客さんに平等にサービスを提供する
従業員を平等に扱う
人々の多様性を大事にする

サステナビリティ社会

地域の文化を守って大事にする
地域と協力して観光を発展する
地域と継続的にコミュニケーションするローカルの材料や商品の使用を促進する
地域の名物やスペシャルティをプロモーションする例えばルカ・クーサモのサウナツアーも！

サステナビリティー文化



サステナブル・トラベル・フィンランド認証はサービスを提供する会社や
地域が持続可能な運用と発展に責任を持つことを保証するレーベルです。

THE JOURNEY / SUSTAINABLE TRAVEL FINLAND



持続可能な観光開発のための7ステップのアローチ

持続可能な観光開発のための7ステップアプローチ / サステイナブルトラベルフィンランド

ステップ1．

コミットメント
ステップ2．

ノウハウの蓄積
ステップ3．

開発・アクションプラン

ステップ4．

責任あるコミュニケーション

ステップ6．

検証・測定可能性

ステップ7．

合意形成と継続的な開発

ステップ5．

認証・監査



サステイナブルトラベル・フィンランドTODAY / サステイナブルトラベル・フィ
ンランド

プログラムでは

• 50の目的地

• 540社

STFラベル取得

• 70社（宿泊施設、フェリー、
港湾、レストラン、アトラク
ション、イベント、アウトド
アリゾート、旅行会社、運輸
会社など）

• 1件（ラップランド、ポシオ）

旅行業界への教育。
• 招待制のeラーニングプラットフォー

ムは、約850人のユーザーを抱えてい

ます。

• 60以上の持続可能な観光ワークショ

ップを開催、約1300社が参加

• フィンランドにおける持続可能な観光

の現状を知るための何百ものセルフア

セスメント。

STFの現状
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Sustainable Travel Finlandの現状



• 旅行中にフィンランド人のように内面からスローダウンします。
• ありのままの自然に囲まれるとリラックスして自然との結びつきを取り戻すことができます。

自然を最大限に尊重して大切にすることを誓います。
• 森と湖はプラスティックで汚染されるべきではありません。私はゴミを後に残しません。
• 気候を最優先し、世界で一番のフィンランドの水道水で渇いた喉を癒します。
• フィンランドの自然享受権は私たちに平等に与えられた権利です。

この権利は、責任を持って楽しむべきものです。
• ベリーとキノコは摘んで食べてよいものですが、踏み固められてできた小道を外れることはし

ません。
• 人類が存在するずっと前から大自然は存在していました。キャンプをするときには設営場所に

注意します。
• 地元の人たちの生活も尊重します。そこで生活する人々に配慮して、むやみに写真を撮ったり

大声で話したりすることは慎みます。
• フィンランド人は少しよそよそしい時がある人たちだということは分かっていますが、この誓

約に署名し信頼を獲得します。

サステイナブル誓約 (Sustainable Pledge)
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フィンランドでサステイナブルな旅
をするための10のヒント

1. 身軽に旅する
2. ハイシーズンを避けて,より長期間滞在する
3  公共交通機関を利用する
4. 地元の人たちを尊重する
5. 地元の食,デザイン,工芸品に親しむ
6.（責任を持って楽しむ）自然享受権
7．リサイクル
8．水道水を飲む
9．ベジタリアン食を食べてみる
10. フィンランド人のように生活を楽しみましょう！



ラップランドポシオ-フィンランドで初めて「サステ
イナブル・トラベル・フィンランド」
ラベルを取得した旅行先

ポジオに拠点を置く旅行会社の半数
以上が、サステイナブル・トラベル
・フィンランドのラベルを取得して
います。以前は知られていなかった
旅行先が、今ではサステナビリティ
を競争力の源泉としているのだ。

観光客の群れではなく、本物の体験
を求める旅行者を惹きつけたいと考
えているのです。

この地域の公共事業者も民間事業者
も、持続可能な旅行の開発に取り組
んでいます。

ポシオは、世界的な「2020年サステ
ナブル・デスティネーション・トッ
プ100」にもランクインしています
。このリストは、持続可能性に向け
た本格的な取り組みを行っている旅
行先をランキングしたものです。

ポシオはラップランドのク

ーサモとロヴァニエミの間

に位置し、人口は3,000人

サステイナブルトラベル・フィンランドTODAY / サステイナブルトラベル・フィ
ンランド

無名のデスティネーションの逆転劇



独自の認証制度



認証されたサービスは推奨





伝統のサウナを利用したサウナツアー



雪の貯金
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タウンミーティング

ひがし北海道は厳しい自然にありながらも稀に見る自然遺産を有し、長い歴史を持つ数多いサ
ステナブル活動の歴史も併せ持つ稀有なデスティネーションで、サステナブルツーリズムを強
調するのに最適である



ひがし北海道DMOにおけるアプローチの考え方

先進デスティネーションである北欧モデルを利用し、ひがし北海道としての独自の方法でアプローチする。
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Point
◼ 先進デスティネーションで世界でも注目を集めるフィンランド・北欧モデルを取り入れる
◼ ３段階のユニークなアプローチで独自路線を進め、差別化を図る
◼ ホリスティックなアプローチを重視し、地域の問題解決にもつながるような広い視点を持つ
◼ サステイナブルツーリズムをライフスタイルプロモーションとして捉える



Copyright © 2022 Foresight Marketing. All rights reserved

ひがし北海道サステイナブルツーリズムプロジェクトの３つの柱

現地の方々には当然の現象やライススタイル
も外部から見ると貴重なコンテンツになりう
ることが多い。情報を外部目線で解釈し、ス
トーリー化することでひがし北海道ならでは
の独特のコンテンツ群になりえる。

国際認証制度なども参考にしながら各自治体
の判断も尊重しながら、次の取り組みとして
新たな改善テーマを設定する。設定にあたっ
ては雇用や文化保護などのホリスティックな
テーマも含めてキーワードやキーコンテンツ
を紹介しながら検討する。

サステイナブルツーリズムはサービス提供側
だけでは実現できないことも多い。観光地と
してメッセージを発信することで旅行者の共
感を得られるとともに、観光地の持続的発展
に貢献でき適切な観光地マネージメントをす
ることができる。

すでに対応できているコンテンツの再発見

新たな挑戦の設定

旅行者からの共感獲得とマーケティング



すでに対応できて
いるコンテンツの

再発見

• Story化

• 人とコミュニティーにフォーカス

• 情報発信方法の工夫

• 外部とのコラボ

すでに対応できているコンテンツの再発見
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タウンミーティング

情報発信



サステイナブルツーリズムではサービス提供側は当然自然環境に配慮するなどのサステイナブルなサービス
を提供するが、それだけでは十分ではないし、本来の目的を達成できないことも多い。旅行者側へひがし北
海道に住む人々の文化や環境を尊重する配慮も求め、観光地としてメッセージを発信することで旅行者の共
感を得られるとともに、観光地の持続的発展に貢献でき適切な観光地マネージメントをすることができる。。

旅行者からの共感獲得とマーケティング

サステナブルなメッセージの発信で旅行者からの共感を得る

ひがし北海道でサステイナブルな旅
をするための10のヒント

1. 身軽に旅する
2. ハイシーズンを避ける
3, より長期間滞在する
4, 公共交通機関を利用する
5. 地元の人たちを尊重する
6. 地元の食に親しむ
7. 自然の中では責任を持って楽しむ
8, リサイクルに心がける
9, マイボトルで水道水を飲む
10, 地元のデザイン,工芸品をお土産にする

共感

責任ある旅行者
(Responsible Travelers)

リピーター化
ファン化



旅行者からの共感獲得とマーケティング

サステナブル

なメッセージ

の発信

共感

責任ある

旅行者

リピータ化

ファン化

高付加価値化



旅行者 旅行業界 地域、住民

4方向へのメッセージ

旅マエ 旅ナカ 旅アト 業界
プレス

旅行
会社

雑誌・報道

地方紙
地方局

全国紙
キー局

ライフ
スタイ
ル紙



プロモーション素材とチャンネル（案）

ひがし北海道サステイナブルクレドカード
ひがし北海道旅行の10のヒントを記載した小さなカード。旅行者が簡単にj実行できることが記載されてい
るので楽しくサステイナブルに協力できる。ひがし北海道への商品のある旅行会社から顧客へ配布。また
空港やインフォメーションセンター、アクティビティー会社や宿泊箇所でも配布。

1. 身軽に旅する
2. ハイシーズンを避ける
3, より長期間滞在する
4, 公共交通機関を利用する
5. 地元の人たちを尊重する
6. 地元の食に親しむ
7. 自然の中では責任を持って楽しむ
8, リサイクルに心がける
9, マイボトルで水道水を飲む
10, 地元のデザイン,工芸品をお土産にする

ひがし北海道でサステイナブルな旅
をするための10のヒント
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• ひがし北海道サステナブルウェブサイト
人を中心にストーリーを描く。「ひがし北海道トラベルラボ」や「ひがし北海道スタイル」とリンク。

• サステナブルE-Book （日本語、英語）
サイト上からダウンロード可能なサステナブルコンテンツを集めたデジタル・パンフレット
セールスやワークショップ、イベントなどでオンデマンドでプリントアウトして配布すること
も可能。メディアのネタ本になれるようなクオリティーを目指す。

プロモーション素材とチャンネル（案）

JNTO発行のサステナブルツーリズムデジタルパンフレット（英語）
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• デジタルサイネージュ
現在ひがし北海道に配置が進んでいるデジタルサイネージュからの画像、映像による情報発信.

• プレスリリース
定期的にプレスへ向けてプレスリリースを発信

• ニュースレター
旅行業界へはニュースレターの形でコンテンツを継続的に発信

• メルマガ
CRMメンバーへ定期的にメルマガでコンテンツを発信

• ひがし北海道サステイナブルプロモーションビデオ
Youtubeにアップロードすると同時に各種イベントで上映

プロモーション素材とチャンネル（案）



まとめ

• サステナブルツーリズムは今後ツーリズムのスタンダードになる

• 旅行会社間の取引でも取り組みを求められる

• 早期の取り組みと将来的には商品へつなげる努力が必要

• 地元とのコミュニケーションが重要

• サステナブルツーリズムはブームではなく長く続くムーブメント




